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１．研究の目的 
 打楽器を用いると、日本語のモーラ拍リズムと英語の強勢拍リズムの違いを意識さ

せやすい。また、アゴゴドラムのような楽器では高低の音を使い分けることができる

ため、ピッチの違いも表現することができる。しかし、単語ではなく文で指導をする

際、リズムの取り方や高低の使い分けが難しいと感じた。そこで、音響音声学の知見

を用いて英語母語話者やデジタル教材の音声を分析し、小学校外国語活動において楽

器を利用したプロソディ指導の可能性を探った。また、児童の音声を分析し、プロソ

ディ指導の課題を検討した。 
２．研究の方法 
ALT、HRT、Let’s try! We can!のデジタル教材、児童の音声を録音し、音声分析ソフ

ト Praat 上で動作するプログラムである Prosogram を用いて文レベルのプロソディを

観察した。その上で、ピッチの高低、リズムの取り方を検討した。また、外国語活動

で扱われる英文から、フットと音節、どちらでリズムを取るのがよいか検討した。 
３．結果 
リズムを取るタイミングはフットではなく、音節ごとが適しているといえる。

Prosogram の分析結果から、ピッチの高低に合わせて打楽器を活用する基準を設定で

きる可能性が高まった。また児童の音声分析から、開質問でも文末のピッチが上昇す

る傾向があるという課題が明らかになった。 
４．結論 
 小学校外国語活動においてアゴゴドラムやカホン等、音の高低を使い分けられる楽

器をプロソディ指導に活用できる可能性が高い。ただし、文末のピッチ変化は打楽器

では表現できないため、別途指導が必要だといえる。 
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